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このマニュアルの使用法

本書では、Oracle の Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールを構成可能、使用可能
な状態にするためのオペレーティングシステムのインストールおよびソフトウェアの
初期構成に関する手順について説明します。このマニュアルは、技術者、システム管
理者、承認サービスプロバイダ (Authorized Service Provider、ASP)、およびオペレー
ティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対象としています。

製品情報
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールについては、次の Web サイトを参照してく
ださい。(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)

このサイトには、次の情報とダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様

■ サポートされているオペレーティングシステム

■ ソフトウェアとファームウェアのダウンロード

■ サポートされているオプションカード

■ サポートされている Network Express Module

■ 外部ストレージオプション
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関連ドキュメント
次の表に一覧表示する関連マニュアルは、オンラインで利用できます。

(http://docs.sun.com/app/docs/prod/sf.x6270m20#hic)

タイトル コンテンツ Part No. 形式

『Sun Blade X6270 M2 サー
バーモジュールご使用にあ
たって』

サーバーに関する最新情報 821-2400 PDF
HTML

『Sun Blade X6270 M2 サーバー
モジュールご使用の手引き』

サーバーのセットアップに関す
る基本的なインストール情報

821-0494 PDF

印刷

『Sun Blade X6270 M2 サーバー
モジュール設置マニュアル』

サーバーのセットアップに関す
る詳細なインストール情報

821-2391 PDF
HTML

印刷物

『Sun Blade X6270 M2 サー
バーモジュール Windows オ
ペレーティングシステムイン
ストールガイド』

Windows Server オペレーティン
グシステムのインストール手順

821-2397 PDF
HTML

『Sun Blade X6270 M2 Server 
Module Service Manual』

サーバーの保守とアップグレー
ドに関する情報と手順

821-0499 PDF
HTML

『Sun Installation Assistant 
2.3 through 2.4 User’s Guide 
for x64 Servers』 

Windows および Linux オペ
レーティングシステムをインス
トールするための Sun 
Installation Assistant の使用手順

821-0694 PDF
HTML

『Oracle x86 サーバー診断ガ
イド』

サーバーの診断およびトラブル
シューティングに関する情報

820-6750 PDF
HTML

『Sun Server CLI ツールおよ
び IPMItool 2.0 ユーザーズガ
イド』

x64 サーバーに共通のアプリ
ケーションおよびユーティリ
ティーの使用方法

821-1600 PDF
HTML

Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 マニュア
ルセット (以前の Sun 
Integrated Lights Out 
Manager マニュアルセット)

ILOM 3.0 をサポートするサー
バーとおよびサーバーモジュー
ルに共通の ILOM 機能とタス
クについてのドキュメント

820-7382
820-7370
820-7373
820-7376
820-6413

PDF
HTML
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これらのドキュメントの一部については、この表の上に記載されている Web サイト
で翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報
が記載されています。

マニュアル、サポート、およびトレー
ニング
これらの Web サイトでは追加リソースを提供しています。

■ マニュアル (http://docs.sun.com)

■ サポート (http://www.sun.com/support)

■ トレーニング (http://www.sun.com/training)

ドキュメントのフィードバック
コメントは、(http://docs.sun.com) で「Feedback [+]」リンクをクリックして
お送りください。ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記
載してください。

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール Linux、仮想マシンソフトウェア、および 
Oracle Solaris オペレーティングシステムインストールガイド、Part No. 821-2394-10。

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 補足
マニュアル Sun Blade X6270 
M2 サーバーモジュール』

Sun Blade X6270 M2 サーバー
モジュールに固有の ILOM 3.0 
に関する情報

821-2403 PDF
HTML

『Sun Blade X6270 M2 Server 
Module Safety and 
Compliance Guide』

サーバーに対するハードウェア
の安全性および適合性の情報

821-0500 PDF

Sun ハードウェアシステムの
重要な安全性に関する情報

すべての Sun ハードウェアシ
ステムについての、多言語対応
ハードウェアの安全性とコンプ
ライアンスに関する情報

821-1590 印刷

タイトル コンテンツ Part No. 形式
このマニュアルの使用法 xi
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製品のダウンロード
最新のソフトウェア製品をダウンロードするには、次の Web サイトにアクセスして
ください。

(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)

このサイトで、リンクを探し、次の項目に移動できます。

■ Tools and Drivers DVD イメージ

■ Sun Installation Assistant DVD イメージ

■ Sun Validation Test Suite (SunVTS) の更新プログラム
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部 I Linux ソフトウェアのインストール

ここでは、Oracle の Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールに Linux オペレー
ティングシステムをインストールする方法を説明するトピックの一覧を示します。

説明 リンク

初心者または経験を積んだユーザー : SIA を
使用して、Linux オペレーティングシステ
ムの補助付きインストールを実行します。
SIA は、適切なシステムドライバとプラッ
トフォームに固有のソフトウェアを提供し
ます。

第 1 章 Sun Installation Assistant (SIA) を使用
した補助付き OS インストール

経験を積んだユーザー : Linux オペレー
ティングシステムと必要なシステムドライ
バを手動でインストールします。

• 第 2 章概要

• 第 3 章 Oracle Enterprise Linux のインス
トール

• 第 4 章 SUSE Enterprise Linux のインストール

• 第 5 章 Red Hat Enterprise Linux のインス
トール

参照情報: これらのトピックを必要に応じ
て参照し、Linux オペレーティングシステ
ムのインストールを実行または完了します。

• 付録 A インストール方法

• 付録 B サポートされているオペレーティン
グシステム

• 付録 C 新規インストール時の BIOS のデ
フォルト設定

• 付録 D Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージのダウンロード





第 1 章

Sun Installation Assistant (SIA) を使
用した補助付き OS インストール

SIA を使用すると、オペレーティングシステムのインストールが容易になります。
SIA を使用する場合、準備が必要なものは、サーバーでサポートされている Linux ま
たは Windows OS ディストリビューションメディアのライセンスを受けたコピーだ
けです。ソフトウェアや必要となるサーバー固有のドライバは、すべて SIA によっ
て提供されます。グラフィカルなウィザードのインタフェースと柔軟なインストール
オプションにより、SIA はサーバーの配備を簡単にし、配備の速度と信頼性を向上さ
せます。

SIA は、サーバーの CD ドライブ、USB フラッシュドライブ、またはネットワークイ
メージから SIA プログラムを起動するだけで使用できます。利用可能な SIA の最新
のアップデートを確認してください。使用する OS のディストリビューションをメ
ニューから選択し、画面に表示される指示に従います。SIA はシステムをスキャンし
て、サーバーコンポーネントを設定するために必要なドライバがあることを確認しま
す [1]。また、利用可能な最新のドライバを SIA から確認するオプションも用意され
ています。SIA は、必要なときに適切なメディア、または OS のインストール中に必
要なその他の情報 (ライセンスキーなど) の入力を要求します。

注 – [1] 一部のオプションカードのドライバは、サーバーにはダウンロードされます
が、手動によるインストールが必要となります。SIA は定期的に機能強化されている
ため、SIA の情報ページで最新のアップデートとサポートされる機能を確認するよう
にしてください (http://www.sun.com/systemmanagement/sia.jsp)。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 4 ページの「SIA 作業の概要」

■ 4 ページの「SIA の入手方法」

■ 5 ページの「SIA ドキュメントリソース」
3
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SIA 作業の概要
SIA を使用して、次の作業を実行できます。

注 – 次に示す SIA のインストールおよびリカバリ作業は、サーバーによって異なる
場合があります。

■ サーバーで Linux または Windows オペレーティングシステムの補助付きインス
トールを実行します。SIA から適切なドライバとプラットフォームに固有のソフ
トウェアが提供されるため、ドライバディスクを別に作成する必要がありません。

■ 内部ストレージデバイスでの RAID-1 ボリュームの作成 (オプション)。

■ システムの Oracle Integrated Lights Out Manger (ILOM) サービスプロセッサ 
(Service Processor、SP)、BIOS、およびストレージデバイスのファームウェアの
アップグレード (サーバーの OS にかかわらない。オプション)。

■ 最新のファームウェアとドライバによる SIA セッションの更新 (オプション)。

■ 破損しているかアクセス不能の ILOM サービスプロセッサの回復 (オプション)。

SIA の入手方法
SIA は、ほとんどのサーバープラットフォームに対して SIA DVD で提供されていま
す。また、Web からダウンロードすることもできます。OS の最新のバージョンをサ
ポートするように、定期的なアップデートを利用できます。各サーバープラット
フォーム用の最新バージョンの SIA をダウンロードするには、次の Web サイトの 
SIA 情報ページを参照してください。

(http://www.sun.com/systemmanagement/sia.jsp)
4 Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール Linux、仮想マシンソフトウェア、および Oracle Solaris オペレーティングシステムインストールガイド • 2010 年 6 月

http://www.sun.com/systemmanagement/sia.jsp


SIA ドキュメントリソース
SIA を使用して x86 サーバーに Windows または Linux オペレーティングシステムを
インストールする場合は、次のリソースで詳細なインストール手順とフォーラムの
ディスカッションを参照してください。

■ 『Sun Installation Assistant 2.3 through 2.4 User’s Guide for x64 Servers』

(http://docs.sun.com/app/docs/prod/install.x64svr)

■ Sun BigAdmin の特集記事: Sun Installation Assistant の使用方法

(http://www.sun.com/bigadmin/features/articles/install_assista
nt.jsp)
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第 2 章

Linux オペレーティングシステムの
インストールの概要

この章では、Linux オペレーティングシステムをサーバーに手動でインストールする
方法の概要について説明します。

注 – この場合の「手動」とは、Sun Installation Assistant (SIA) を使用せずに、この
ガイドで説明する手順に従ってインストールを実行するという意味です。SIA を使用
して補助付きの Linux インストールを実行する場合は、本書の第 1 章を参照してく
ださい。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 8 ページの「サポートされる Linux オペレーティングシステム」

■ 8 ページの「Linux インストールの前提条件」

■ 10 ページの「Linux のインストール作業の概要」
7



サポートされる Linux オペレーティング
システム
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールは、次の Linux オペレーティングシステムを
サポートします。

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールでサポートされているオペレーティングシ
ステムの完全な最新リストについては、次の Web サイトを参照してください。

(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)

Linux インストールの前提条件
サーバーへの Linux オペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の
重要な注意事項について確認してください。

Linux OS 版

Oracle x86 版 Enterprise Linux 5.4 (64 ビット)

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP3

Linux Enterprise Server 11 (64 ビット)

RHEL Red Hat Enterprise Linux Server (RHEL) 5.4 (64 ビット)

表 2-1 Linux オペレーティングシステムのインストールの前提条件

要件 説明 詳細は、次を参照してください。

サーバーモジュールが
セットアップされ稼働
している

サーバーモジュールがシャーシに設置され、電源が入って
おり、SP への通信が確立されている。

• 『Sun Blade X6270 M2 
サーバーモジュール
設置マニュアル』
(821-2391)

Linux インストールプ
ログラムを起動できる
ように配備方法が設定
されている

Linux オペレーティングシステムのインストールを配備す
るためのガイドライン。

• 付録 A
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RAID ボリュームの作成 起動ドライブを RAID 構成の一部にする場合は、ドライ
ブで RAID ボリュームを設定する必要があります。
Windows をインストールする前に、LSI 統合 RAID コン
トローラのセットアップユーティリティーを使用します。

• 『LSI MegaRAID 
Software SAS User’s 
Guide』 
(http://www.lsi.c
om/support/sun/)

OS の新規インストー
ル時の BIOS 設定の検証

Linux オペレーティングシステムをインストールする前
に、BIOS が出荷時のデフォルトプロパティーに設定され
ていることを確認するようにしてください。

• 付録 C

Linux ベンダーのド
キュメント 

Linux のインストールに適切なベンダーのドキュメントを
入手します。

ベンダーのドキュメントを、このガイドで説明するインス
トール手順と一緒に使用することをお勧めします。

• (http://www.oracle.
com/technology/doc
umentation/index.h
tml)

• (http://www.novell.
com/documentation/
suse)

• (http://www.redhat.
com/docs/manuals/e
nterprise/)

Tools and Drivers DVD サーバーに付属している Tools and Drivers DVD を用意
する必要があります。

• (http://www.oracle.
com/goto/x6270m2)

SLES 11 － LSI スト
レージのフロッピーイ
メージまたはフロッ
ピーディスクの準備

SLES 11 のインストールメディアには、Sun Storage 6 Gb 
SAS HBA オプション (SG-SAS6-EM-Z、SG-SAS6-REM-Z、
または SGX-SAS6-REM-Z) 用の LSI デバイスドライバが
含まれていません。これらの SAS HBA オプションがイン
ストールされている場合は、インストール中にフロッピー
イメージまたはフロッピーディスクから、HBA オプション
用の LSI 外部ストレージドライバをマウントする必要が
あります。

• 11 ページの「SLES 11 
のインストールにスト
レージドライバを必要
とする SAS HBA」

最新情報の入手 『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール製品ノート』を
参照して、サポートされるオペレーティングシステムソフ
トウェアとパッチに関する最新情報を入手します。

• 『Sun Blade X6270 M2 
サーバーモジュールご
使用にあたって』
(821-2400)

表 2-1 Linux オペレーティングシステムのインストールの前提条件 (続き)

要件 説明 詳細は、次を参照してください。
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Linux のインストール作業の概要
Linux オペレーティングシステムをインストールするには、次に示す作業をすべて順
番に実行します。

1. Linux オペレーティングシステムのインストールメディアとドキュメントを入手し
ます。Linux のインストールプログラムは、適切なベンダーの Web サイトからダ
ウンロードできます。たとえば、次の Web サイトを利用できます。

■ Oracle Enterprise Linux の場合: (http://edelivery.oracle.com/linux)

■ SUSE Linux Enterprise Server の場合: (http://www.novell.com)

■ Red Hat Linux Enterprise Linux サーバーの場合: (http://www.redhat.com)

2. 必要な場合は、提供されている Tools and Drivers DVD を入手するか、付録 D の
説明に従ってサーバーの最新ドライバをダウンロードします。

SLES 11 をインストールするときに、サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS HBA がイン
ストールされている場合は、SLES 11 のインストールを実行する前に、HBA オプ
ション用の LSI ストレージドライバをフロッピーディスクまたはフロッピーイメー
ジにコピーする必要があります。詳細は、11 ページの「SLES 11 のインストール
にストレージドライバを必要とする SAS HBA」を参照してください。

3. 付録 A を参考にして、Linux を配備するためのインストール方法を選択し設定し
ます。

4. 次の節で説明する手順に従って、Linux Server オペレーティングシステムの手動
インストールを実行します。

■ Oracle Enterprise Linux の場合: 第 3 章 

■ SUSE Linux Enterprise Server の場合: 第 4 章

■ Red Hat Linux Enterprise Server の場合: 第 5 章

5. 次の節で説明するオペレーティングシステムに固有の手順に従って、インストー
ル後の作業を実行します。

■ 20 ページの「OEL のインストール後の作業」

■ 31 ページの「SLES のインストール後の作業」

■ 40 ページの「RHEL のインストール後の作業」
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SLES 11 のインストールにストレージドライバを
必要とする SAS HBA
SLES 11 インストールメディアには、表 2-2 に示す SAS ホストバスアダプタ (Host Bus 
Adapter、HBA) オプション用の LSI 外部ストレージドライバが含まれていません。

表 2-2 に示す SAS HBA オプションのいずれかが取り付けられているサーバーに 
SLES 11 をインストールする場合は、SLES 11 のインストール処理中に、HBA オプ
ション用の LSI 外部ストレージドライバをフロッピーディスクまたはフロッピーイ
メージからマウントする必要があります。

SLES 11 のインストールを開始する前に、次のいずれかの方法で LSI 外部ストレージ
ドライバのフロッピーディスクまたはフロッピーイメージを準備してください。

■ フロッピーディスクをマウントする。Tools and Drivers DVD にある LSI ストレー
ジのフロッピーイメージを使用します。続いて、ILOM リモートコンソールから
フロッピーディスクをデバイスとしてマウントします。

■ フロッピーイメージをマウントする。Tools and Drivers DVD にある LSI ストレー
ジのフロッピーイメージをネットワーク上の場所にコピーし、このフロッピーイ
メージを ILOM リモートコンソールからマウントします。

Tools and Drivers DVD 上の LSI ストレージのフロッピーイメージは、次のディレ
クトリにあります。Linux/SLES/SLES11/FloppyImages/64bit

SLES 11 のインストール中に LSI 外部ストレージドライバを読み込む手順について
は、23 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 の
インストール」の手順 6 で説明します。

Tools and Drivers DVD をお持ちでない場合は、Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージをダウンロードできます。詳細は、付録 D を参照してください。

注 – SLES 11 のインストールメディアには、Sun Storage SAS RAID HBA オプション
の SG-SAS6-R-EM-Z、SG-SAS6-R-REM-Z、および SGX-SAS6-R-REM-Z で必要な LSI 
外部ストレージドライバが含まれています。

表 2-2 SLES 11 用の LSI 外部ストレージドライバを必要とする SAS HBA

SAS HBA オプション オプション番号 インストール中に必要なドライバ

Sun Storage 6 Gb SAS 
HBA、ExpressModule

SG-SAS6-EM-Z LSI Adapter SAS Falcon

Sun Storage 6 Gb SAS 
HBA、REM

SG-SAS6-REM-Z
SGX-SAS6-REM-Z

LSI Adapter SAS Falcon
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第 3 章

Oracle Enterprise Linux のインス
トール

この章では、x86 (64 ビット版) Oracle Enterprise Linux 5 (OEL 5) をインストールす
る方法について説明します。

注 – サーバーに Oracle Enterprise Linux (OEL) オペレーティングシステムをインス
トールする場合は、Sun Installation Assistant (SIA) を使用することを強くお勧めし
ます。SIA を使用すると、必要に応じて、デバイスドライバをインストールできます。
SIA を使用したオペレーティングシステムのインストールについては、第 1 章を参照
してください。

この章では、次の項目について説明します。

■ 14 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した OEL 5 のイン
ストール」

■ 18 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した OEL 5 のインストール」

■ 20 ページの「OEL のインストール後の作業」
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ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した OEL 5 のインストール
次の手順では、OEL オペレーティングシステムのインストールをローカルまたはリ
モートのメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次のいずれ
かのソースから OEL のインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ OEL 5.4 以降のリリースの CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ OEL 5.4 以降のリリースの ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、18 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した OEL 5 のインストール」で手順を確認してください。

OEL のインストール方法については、OEL のドキュメントを参照してください。

インストールを開始する前に

インストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要があります。

■ オペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満たして
いる。これらの前提条件については、第 2 章を参照してください。

■ インストールを開始する前に、使用するインストール方法 (コンソール、起動メ
ディア、インストール先など) を決定して、設定が完了している。これらの設定に
関する要件については、付録 A を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、20 ページの「OEL のインストール後の作業」を参照
してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した 
OEL 5 のインストール

1. インストールメディアが起動可能な状態であることを確認します。

■ ディストリビューション CD/DVD を使用する場合。ローカルまたはリモート
の USB CD/DVD-ROM ドライブに、Oracle 5 ディストリビューションメディ
アの起動ディスク (CD #1 または単一の DVD) を挿入します。
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■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認する必要があります (「デバイス (Device)」メ
ニュー -->「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

■ インストールメディアの設定方法については、89 ページの「インストール起
動メディア」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

例: 

■ ILOM Web インタフェースで、「リモート制御 (Remote Control)」-->
「リモート電源制御 (Remote Power Control)」を選択し、次に「アク
ションを選択 (Select Action)」リストボックスから「リセット (Reset)」を
選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、OEL のインス
トールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして外付けま
たは仮想 CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID で構成されています。

数秒後、OEL 5 インストールのスプラッシュ画面が表示されます。スプラッシュ
画面の下半分に、説明、ファンクションキー、および起動プロンプトが表示され
ます。

5. Oracle Enterprise Linux のスプラッシュ画面で、Enter キーを押して標準的な対話
式インストールを続けます。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text
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6. 「Language (言語の選択)」画面で、適切な言語を選択して、「Next (次へ)」を
クリックします。

「キーボードタイプ (Keyboard Type)」画面が表示されます。

7. 「Keyboard Type (キーボードタイプ)」画面で、適切なキーボード設定を選択し
てから、「OK」をクリックします。

「インストール方法 (Installation Method)」画面が表示されます。
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8. 「Installation Method (インストール方法)」画面で、適切なインストール方法 
(「Local CDROM (ローカル CDROM)」または「NFS Image (NFS イメージ)」) を
選択し、「OK」をクリックします。

「CD が見つかりました (CD Found)」画面が表示されます。

9. 「CD が見つかりました (CD Found)」画面で、「スキップ (Skip)」をクリック
します。

「Oracle Enterprise Linux 5」画面が表示されます。

10. 「Oracle Enterprise Linux 5」画面で、「Next (次へ)」をクリックします。

「インストール番号 (Installation Number)」ダイアログが表示されます。

11. 「Installation Number (インストール番号)」ダイアログで、インストール番号を
入力するか「Skip entering installation number (インストール番号の入
力をスキップする)」をクリックし、「OK」をクリックします。

「ディスクパーティション設定 (Disk Partition Setup)」画面が表示されます。

12. 「Disk Partition Setup (ディスクパーティション設定)」画面で、次の手順に従い
ます。

a. 「Remove Linux partitions on selected drives and create 
default layout (選択したドライブ上の Linux パーティションを削除して
デフォルトのレイアウトを作成します)」のオプションを選択するか、Disk 
Druid の「Create custom layout (カスタムレイアウトを作成します)」オ
プションを使用して手動でディスクをパーティションに分割し、「Next (次
へ)」をクリックします。
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b. Oracle のディスクパーティション設定の画面に表示される手順を参照して、
必要に応じてディスクをパーティションに分割します。

注 – Oracle Solaris OS がディスクにインストール済みの場合は、ディスクをパー
ティションに分割してインストール済みの OS を削除するか、インストール済みの 
OS を削除せずにディスクをパーティションに分割し、デュアルブートオペレーティン
グシステムをサポートすることもできます。

13. 画面上の指示と Oracle のドキュメントに従って、Oracle インストールの基本設
定を続行します。

14. Oracle インストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後の作業を
実行します。

a. システムで自動更新を設定します。

詳細は、Oracle のドキュメントを参照してください。

b. 必要な場合は、OEL 5.4 用の最新の訂正とバグ修正をダウンロードしてインス
トールします。

詳細は、Oracle のドキュメントを参照してください。

c. この章の後半で説明する、インストール後の作業を確認し、必要に応じて実行
します。

20 ページの「OEL のインストール後の作業」を参照してください。

PXE ネットワーク環境を使用した OEL 
5 のインストール
この節では、PXE ネットワーク環境から OEL 5 を起動する方法について説明します。
ここでは、次のいずれかのソースからインストールメディアを起動することを前提に
しています。

■ OEL 5.4 CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ OEL 5.4 の ISO DVD イメージまたは KickStart イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – KickStart は自動インストールツールです。システム管理者はこのツールを利用
して、通常は一般的な Oracle Linux のインストール中に入力される、インストール
と設定のパラメータの一部またはすべての設定値を含めた、単一のイメージを作成で
きます。通常、KickStart イメージは 1 つのネットワークサーバー上に配置され、イン
ストール時に複数のシステムによって読み取られます。
18 Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール Linux、仮想マシンソフトウェア、および Oracle Solaris オペレーティングシステムインストールガイド • 2010 年 6 月



インストールを開始する前に

OEL PXE インストールを実行する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ KickStart イメージを使用してインストールを行う場合、次の操作が必要です。

■ KickStart ファイルを作成します。

■ KickStart ファイルを含む起動メディアを作成するか、またはネットワーク上で 
KickStart ファイルを使用できるようにします。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
操作が必要です。

■ ネットワーク (NFS、FTP、HTTP) サーバーを、インストールツリーをエクス
ポートできるように設定します。

■ TFTP サーバーで PXE 起動に必要なファイルを設定します。

■ PXE 設定から起動するように、サーバーの MAC ネットワークポートアドレスを
設定します。

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を設定します。

詳細は、次の Web サイトで Oracle Enterprise Linux 5.4 の PXE ネットワークのイン
ストール手順を参照してください。(http://www.oracle-
base.com/articles/linux/PXENetworkInstallations.php)

▼ PXE ネットワーク起動を使用した OEL 5 のイン
ストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、OEL のインストールメディアを PXE 
起動で使用できることを確認します。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:
■ ILOM Web インタフェスで、「Remote Control」-->「Remote Power 

Control」タブの順に選択し、次に「Selec Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS
n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。
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3. F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
され、使用可能な起動デバイスが一覧表示されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、使用している PXE ネットワークイン
ストールサーバーと通信できるように設定されているネットワークポートを選択
します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、起動プロンプトが表示されます。数秒
後、インストールカーネルの読み込みが開始されます。

5. インストールを完了するには、14 ページの「ローカルメディアまたはリモートメ
ディアを使用した OEL 5 のインストール」の手順 5 を参照してください。

OEL のインストール後の作業
OEL のインストールを完了したら、次に示すインストール後の作業を確認し、使用
しているシステムで該当する作業を必要に応じて実行するにようにしてください。

■ 20 ページの「TPM のサポートの設定」

■ 20 ページの「OEL の登録と自動更新の有効化」

TPM のサポートの設定

Oracle Enterprise Linux で提供される Trusted Platform Module (TPM) 機能セットを
使用する場合は、この機能をサポートするように Sun Blade X6270 M2 サーバーモ
ジュールを設定する必要があります。手順は、『Sun Blade X6270 M2 Server Module 
Service Manual』(821-0499) を参照してください。

注 – TPM を使用すると、サーバーの TPM セキュリティーハードウェアを管理でき
ます。この機能の実装については、Oracle Enterprise Linux に用意されている TPM 
のドキュメントを参照してください。

OEL の登録と自動更新の有効化

OEL をインストールしたあと、システムを Oracle に登録してサブスクリプションを
有効にし、ソフトウェアの自動更新を受信するようにしてください。詳細は、Oracle 
Linux のサポート (http://www.oracle.com/support/purchase.html)
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第 4 章

SUSE Linux Enterprise Server のイン
ストール

この章では、x86 (64 ビット版) 用の SUSE Linux Enterprise Server 11 (またはそれ以
降のリリース) をインストールする方法について説明します。

注 – サーバーに SUSE Linux Enterprise Server オペレーティングシステムをインス
トールする場合は、Sun Installation Assistant (SIA) を使用することを強くお勧めし
ます。SIA を使用すると、必要に応じて、デバイスドライバをインストールできます。
SIA を使用したオペレーティングシステムのインストールについては、第 1 章を参照
してください。

この章では、次の項目について説明します。

■ 22 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 の
インストール」

■ 29 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した SLES 11 のインストール」

■ 31 ページの「SLES のインストール後の作業」
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ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した SLES 11 のインストール
次の手順では、SLES 11 オペレーティングシステムをローカルメディアまたはリモー
トメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次のいずれかの
ソースから SLES 11 のインストールメディアを起動することを前提とします。

■ SLES 11 以降のリリースの CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ SLES 11 以降のリリースの ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、29 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した SLES 11 のインストール」で起動手順を確認してください。

ローカルまたはリモートのメディアを使用して SLES 11 をインストールする手順につ
いては、次のトピックを参照してください。

■ 22 ページの「インストールを開始する前に」

■ 23 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 の
インストール」

SLES 11 のインストール方法については、Novell 社の次の Web サイトにある SUSE 
Linux Enterprise Server の各種ドキュメントを参照してください。
(http://www.novell.com/documentation/suse)

インストールを開始する前に

インストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要があります。

■ このオペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満た
している。これらの前提条件については、第 2 章を参照してください。

■ インストールを開始する前に、SLES インストールメディアを起動するためのイン
ストール方法 (コンソール、起動メディア、インストール先など) を決定して、設
定が完了している。これらの設定に関する要件については、付録 A を参照してく
ださい。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、31 ページの「SLES のインストール後の作業」を参照
してください。
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▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した 
SLES 11 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション CD/DVD を使用する場合。ローカルまたはリモートの 
USB CD/DVD-ROM ドライブに、SLES 11 起動ディスク (CD #1 または DVD) を
挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認する必要があります (「デバイス (Device)」メ
ニュー -->「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

インストールメディアを設定する方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、SLES のインス
トールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動テハイスを選択してくたさい (Boot Device)」メニューて、最初の起動テハ
イスとして外付けまたは仮想 CD/DVD テハイスを選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、およひ製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、最初の SUSE 起動画面が表示されます。
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5. 最初の SUSE 起動インストール画面で、次のいずれかの操作を行います。

■ Sun Storage 6 Gb SAS HBA 構成 (SG-SAS6-EM-Z、SG-SAS6-REM-Z、または 
SGX-SAS6-REM-Z) を備えていないシステムでは、Tab キーを使用して 2 番目
のオプションの「インストール (Installation)」を選択し、Enter キーを
押します。

「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。手順 7 に進みます。

または

■ Sun Storage 6 Gb SAS HBA (SG-SAS6-EM-Z、SGX-SAS6-REM-Z、または 
SG-SAS6-REM-Z) 構成を備えたシステムでは、F6 キーを押して適切な LSI 外
部ストレージドライバを読み込みます。

「Driver Update Medium」ダイアログが表示されます。手順 6 に進みます。

注 – SLES 11 のインストールを開始する前に、LSI 外部ストレージドライバを読み込
むためのフロッピーストレージメディアをマウントしておくようにしてください。
インストールの前に LSI フロッピーストレージメディアをマウントする方法について
は、11 ページの「SLES 11 のインストールにストレージドライバを必要とする SAS 
HBA」を参照してください。
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6. (SAS HBA 構成の LSI ストレージドライバのみ) 次の手順を実行して、Sun 
Storage 6 Gb SAS HBA オプション (SG-SAS6-EM-Z、SG-SAS6-REM-Z、また
は SGX-SAS6-REM-Z) の LSI 外部ストレージドライバを読み込みます。

a. 「Driver Update Medium (ドライバアップデートメディア)」ダイアログで、
LSI フロッピーストレージイメージがマウントされているメディアを選択し、
「OK」をクリックします。

ドライバが読み込まれ、「Driver Update Medium」ダイアログが表示されます。

b. 「Driver Update Medium (ドライバアップデートメディア)」ダイアログで
「Back (戻る)」をクリックします。

インストールの読み込み中を示すメッセージが表示され、続いて SUSE の「よ
うこそ (Welcome)」画面が表示されます。
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7. 「ようこそ (Welcome)」画面で、次の手順を実行します。

■ 適切な言語を選択します。

■ キーボードレイアウトを選択します。

■ 使用許諾契約を読み、「I Agree to the License Terms」のチェック
ボックスをオンにします。

■ 「Next (次へ)」をクリックします。

「システムプローブ (System Probing)」画面に進行状況バーが表示されます。
システムの分析が完了したら、「Yast インストールモード (Yast Installation 
Mode)」画面が表示されます。

8. 「Installation Mode (インストールモード)」画面で「New Installation (新規
インストール)」を選択して、「Next (次へ)」をクリックします。

「時刻とタイムゾーン (Clock and Time Zone)」画面が表示されます。

9. 「Clock and Time Zone (時刻とタイムゾーン)」画面で、適切な地域とタイム
ゾーンを選択して、「Next (次へ)」をクリックします。

「サーバーベースシナリオ (Server Base Scenario)」画面が表示されます。

10. 「Server Base Scenario (サーバーベースシナリオ)」画面で「Physical Machine 
(物理マシン)」を選択し、「Next (次へ)」をクリックします。

「インストール設定 (Installation Settings)」画面が表示されます。
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11. 「インストール設定 (Installation Settings)」画面で、次の手順を実行します。

■ 「Next (次へ)」をクリックして、表示されているインストール設定を受け入
れます。

または

■ 「Change (変更)」をクリックして設定を編集し、「Next (次へ)」をクリッ
クしてインストール設定を受け入れます。

注 – カスタムパーティションの作成方法、またはその他のインストール設定の編集
方法については、Novell SLES 11 の ドキュメントを参照してください。

「パッケージライセンスの確認 (Confirm Package License)」画面が表示されます。

12. 「パッケージライセンスの確認 (Confirm Package License)」画面で、次の手順を
実行します。

■ 使用許諾契約を読みます。

■ 「同意する (I Agree)」をクリックします。

■ 「インストール (Install)」をクリックします。

「インストールの確認 (Confirm Installation)」ダイアログが表示されます。

13. 「インストールの確認 (Confirm Installation)」ダイアログで、メッセージを読み、
「インストール (Install)」をクリックしてインストールを開始します。

「インストールの実行 (Perform Installation)」ダイアログが表示されます。
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14. SLES 11 OS のすべてのファイルがインストールされてシステムが再起動される
まで、インストールの基本設定を続行します。

15. 基本的なインストールの設定が完了したら、SLES 11 ドキュメントを参照して次
の作業を実行します。

a. 使用するアカウントのパスワードを作成します。

b. インターネットアクセスおよびネットワークの設定を行い、テストします。

c. OS を登録して、利用できる最新のアップデートをオペレーティングシステム
にダウンロードします。

16. この章の後半で説明する、インストール後の作業を確認し、必要に応じて実行し
ます。

詳細は、31 ページの「SLES のインストール後の作業」を参照してください。
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PXE ネットワーク環境を使用した SLES 
11 のインストール
ここでは、PXE ネットワーク環境から SLES 11 を起動する方法について説明します。
この手順では、次のいずれかのソースからインストールメディアを起動することを
前提にしています。

■ SLES 11 以降のリリースの CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ SLES 11 以降のリリースの ISO DVD イメージまたは AutoYaST イメージ (ネット
ワークリポジトリ)

AutoYaST を利用すると、SLES オペレーティングシステムを複数のシステムにイン
ストールできます。AutoYaST を使用した自動インストールの準備方法については、
次の Web サイトにある Novell SUSE のマニュアルセットを参照してください。

(http://www.novell.com/documentation/suse)

インストールを開始する前に

PXE ネットワーク起動環境から SLES 11 インストールを実行する前に、次の要件を
満たす必要があります。

■ AutoYaST を使用してインストールを行う場合は、次の操作が必要です。

■ AutoYast プロファイルを作成します。

SUSE Linux Enterprise (10 または 11) ドキュメントの AutoYaST インストール手
順に従います。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
操作が必要です。

■ ネットワーク (NFS、FTP、HTTP) サーバーを、インストールツリーをエクス
ポートできるように設定します。

■ TFTP サーバーで PXE 起動に必要なファイルを設定します。

■ PXE 設定から起動するように Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールの MAC 
ネットワークポートアドレスを設定します。

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を設定します。

SUSE Linux Enterprise のドキュメントにある、ネットワーク経由での SUSE メ
ディア起動のための設定手順に従います。

この手順の完了後、31 ページの「SLES のインストール後の作業」で説明する作業
が必要となる場合があります。
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▼ PXE ネットワーク起動を使用した SLES 11 のインス
トール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、SLES のインストールメディアを PXE 
起動で使用できることを確認します。

2. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スクロール
バーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
され、使用可能な起動デバイスが一覧表示されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、ネットワークインストールサーバーと
通信できるように設定されている PXE インストール起動デバイス (物理ポート) を
選択して、Enter キーを押します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、起動プロンプトが表示されます。タ
イムアウトしてインストールカーネルの読み込みが開始されるまで 5 秒待ちます。

最初の SUSE Linux 起動画面が表示されます。

5. インストールを続行するには、次の手順に進みます。

■ 22 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 
のインストール」の手順 5。
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SLES のインストール後の作業
SLES 11 インストールを完了したら、次に示すインストール後の作業を確認し、必要
に応じて、使用しているシステムに該当する作業を実行します。

■ 31 ページの「SLES オペレーティングシステムの更新」

■ 32 ページの「TPM のサポートの設定」

SLES オペレーティングシステムの更新

SLES OS のインストールメディアには、最新バージョンのオペレーティングシステム
が含まれていない場合があります。次の手順では、サーバーの SLES OS を更新する
方法について説明します。

▼ SLES オペレーティングシステムの更新

1. SLES サーバーにスーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力して、YaST オンラインアップデートを実行します。

# you

YaST はテキストモードとグラフィカルモードの両方で動作します。ここでの指示
は、両方に適用されます。

3. サーバーがネットワークファイアウォールで保護されていて、インターネットに
アクセスするためにプロキシサーバーを使用する必要がある場合は、まず正しい
プロキシ情報で YaST を設定します。

a. 「ネットワークサービス (Network Services)」タブを選択してから、右側の
「プロキシ (Proxy)」画面を選択します。HTTP フィールドと HTTPS フィー
ルドの両方に、正しいプロキシの URL を入力します。

注 – ネットワーク HTTP または HTTPS プロキシを介してオンラインアップデート
サービスを正常に機能させるために、次の設定手順を実行します。

b. YaST ユーティリティーを終了して、次のコマンドを実行します。

run set-prefs proxy-url proxy_URL

proxy_URL は、プロキシサーバーの完全修飾 URL です (たとえば、
http://proxy.yourdomain:3128/)。

c. コマンドの実行の成功後に、YaST を再度起動します。
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4. Novell Customer Center に登録します。

注 – Novell Customer Center のユーザー名とパスワード、および SLES 製品のアク
ティベーションコードが必要です。

a. 「ソフトウェア (Software)」タブを選択します。

b. 「Novell Customer Center の設定 (Novell Customer Center Configuration)」を
選択し、指示に従います。

5. 登録後、「オンラインアップデート (Online Update)」タブを選択して、ソフト
ウェアのアップデートを実行します。

TPM のサポートの設定

SLES で提供される Trusted Platform Module (TPM) 機能セットを使用する場合は、
この機能をサポートするように Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールを設定する
必要があります。手順は、『Sun Blade X6270 M2 Server Module Service Manual』
(821-0499) の TPM のサポートの設定に関する情報を参照してください。

注 – TPM を使用すると、サーバーの TPM セキュリティーハードウェアを管理でき
ます。この機能の実装については、SUSE Linux Enterprise Server に用意されている 
TPM のドキュメントを参照してください。
32 Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール Linux、仮想マシンソフトウェア、および Oracle Solaris オペレーティングシステムインストールガイド • 2010 年 6 月



第 5 章

Red Hat Enterprise Linux のインス
トール

この章では、x86 (64 ビット) 用の Red Hat Enterprise Linux 5 をサーバーにインス
トールする方法について説明します。

注 – サーバーに Red Hat Linux オペレーティングシステムをインストールする場合
は、Sun Installation Assistant (SIA) を使用することを強くお勧めします。SIA を使用す
ると、必要に応じて、デバイスドライバをインストールできます。SIA を使用したオ
ペレーティングシステムのインストールについては、 第 1 章を参照してください。

この章では、次の項目について説明します。

■ 34 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した RHEL5 の
インストール」

■ 38 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した RHEL5 のインストール」

■ 40 ページの「RHEL のインストール後の作業」
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ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した RHEL5 のインストール
次の手順では、RHEL 5.4 オペレーティングシステムのインストールをローカルまた
はリモートのメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次のい
ずれかのソースから RHEL のインストールメディアを起動することを前提にしてい
ます。

■ RHEL 5.4 以降のリリースの CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ RHEL 5.4 以降のリリースの ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、38 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した RHEL5 のインストール」で手順を確認してください。

RHEL のインストール方法については、次の Web サイトで RHEL マニュアルセットを
参照してください。(http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/)

インストールを開始する前に

インストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要があります。

■ オペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満たして
いる。これらの前提条件については、第 2 章を参照してください。

■ インストールを開始する前に、使用するインストール方法 (コンソール、起動メ
ディア、インストール先など) を決定して、設定が完了している。これらの設定に
関する要件については、付録 A を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、40 ページの「RHEL のインストール後の作業」を参
照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した 
RHEL5 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ Distribution CD/DVD を使用する場合。ローカルまたはリモートの USB 
CD/DVD-ROM ドライブに Red Hat 5.0 ディストリビューションメディアの
起動ディスク (CD #1 または単一の DVD) を挿入します。
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■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクのイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認します (「デバイス (Device)」メニュー -->
「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

■ インストールメディアを設定する方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。 reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。 reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、RHEL のインス
トールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして外付けま
たは仮想 CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押します。

「起動 (Boot)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバイスタイプ、ス
ロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、RHEL5 インストールのスプラッシュ画面が表示されます。スプラッシュ
画面の下半分に、説明、ファンクションキー、および起動プロンプトが表示され
ます。

5. Red Hat Enterprise Linux のスプラッシュ画面で、Enter キーを押して標準的な対
話式インストールを続けます。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text
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6. 「Language (言語の選択)」画面で、適切な言語を選択して、「OK」をクリックし
ます。

「キーボードタイプ (Keyboard Type)」画面が表示されます。

7. 「キーボードタイプ (Keyboard Type)」画面で、適切なキーボード設定を選択し
てから、「OK」をクリックします。

「インストール方法 (Installation Method)」画面が表示されます。

8. 「インストール方法 (Installation Method)」画面で、適切なインストール方法 
(「Local CDROM」または「NFS Image」) を選択し、「OK」をクリックします。

「CD が見つかりました (CD Found)」画面が表示されます。

9. 「CD が見つかりました (CD Found)」画面で、「スキップ (Skip)」をクリック
します。

「Red Hat Enterprise Linux 5」画面が表示されます。

10. 「Red Hat Enterprise 5」画面で、「Next (次へ)」をクリックします。

「インストール番号 (Installation Number)」ダイアログが表示されます。

11. 「Installation Number (インストール番号)」ダイアログで、インストール番号を
入力するか「Skip entering installation number (インストール番号の入
力をスキップする)」をクリックし、「OK」をクリックします。

「ディスクパーティション設定 (Disk Partition Setup)」画面が表示されます。

12. 「Disk Partition Setup (ディスクパーティション設定)」画面で、次の手順に従い
ます。

a. 「Remove Linux partitions on selected drives and create 
default layout (選択したドライブ上の Linux パーティションを削除して
デフォルトのレイアウトを作成します)」のオプションを選択するか、Disk 
Druid の「Create custom layout (カスタムレイアウトを作成します)」オプ
ションを使用して手動でディスクをパーティションに分割し、「Next (次へ)」を
クリックします。
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b. Red Hat のディスクパーティション設定の画面に表示される手順を参照して、
必要に応じてディスクをパーティションに分割します。

注 – Oracle Solaris OS がディスクにインストール済みの場合は、ディスクをパー
ティションに分割して Oracle Solaris を削除するか、Solaris を削除せずにディスクを
パーティションに分割し、デュアルブートオペレーティングシステムをサポートする
こともできます。

13. 画面上の指示と Red Hat のドキュメントに従って、Red Hat インストールの基本
設定を続行します。

14. Red Hat インストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後の作業を
実行します。

a. システムで自動更新を設定します。

詳細は、Red Hat のマニュアルを参照してください。
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b. 必要な場合は、RHEL5.4 用の最新の訂正とバグ修正をダウンロードしてイン
ストールします。

詳細は、Red Hat のマニュアルを参照してください。

c. この章の後半で説明する、インストール後の作業を確認し、必要に応じて実行
します。

40 ページの「RHEL のインストール後の作業」を参照してください。

PXE ネットワーク環境を使用した RHEL5 
のインストール
この節では、PXE ネットワーク環境から RHEL5 を起動する方法について説明します。
ここでは、次のいずれかのソースからインストールメディアを起動することを前提に
しています。

■ RHEL 5.4 以降のリリースの CD または DVD セット (内蔵または外付けの CD/DVD)

■ RHEL 5.4 以降のリリースの ISO DVD イメージまたは KickStart イメージ (ネット
ワークリポジトリ)

注 – KickStart は、Red Hat の自動インストール方法です。これを使用すると、通常
は一般的な Red Hat のインストール中に入力される、インストールと設定のパラメー
タの一部またはすべての設定値を含めた、単一のイメージを作成できます。通常、
KickStart イメージは 1 つのネットワークサーバー上に配置され、インストール時に
複数のシステムによって読み取られます。

インストールを開始する前に

RHEL PXE インストールを実行する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ KickStart イメージを使用してインストールを行う場合、次の操作が必要です。

■ KickStart ファイルを作成します。

■ KickStart ファイルを含む起動メディアを作成するか、またはネットワーク上で 
KickStart ファイルを使用できるようにします。

『Red Hat Enterprise Linux 5: Administration Guide』
(http://www.redhat.com/docs) の KickStart インストール手順に従ってくだ
さい。
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■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
操作が必要です。

■ ネットワーク (NFS、FTP、HTTP) サーバーを、インストールツリーをエクス
ポートできるように設定します。

■ TFTP サーバーで PXE 起動に必要なファイルを設定します。

■ PXE 設定から起動するように Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールの MAC 
ネットワークポートアドレスを設定します。

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を設定します。

『Red Hat Enterprise Linux 4: Administration Guide』
(http://ww.redhat.com/docs) の PXE ネットワークのインストール手順に
従ってください。

▼ ネットワーク PXE 起動を使用した RHEL5 のインストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、RHEL のインストールメディアを PXE 
起動で使用できることを確認します。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。 reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。 reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
され、使用可能な起動デバイスが一覧表示されます。
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4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、使用している PXE ネットワークイン
ストールサーバーと通信できるように設定されているネットワークポートを選択
します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、起動プロンプトが表示されます。数秒
後、インストールカーネルの読み込みが開始されます。

5. インストールを完了するには、34 ページの「ローカルメディアまたはリモートメ
ディアを使用した RHEL5 のインストール」の手順 5 を参照してください。

RHEL のインストール後の作業
RHEL のインストールを完了したら、次に示すインストール後の作業を確認し、使用
しているシステムで該当する作業を必要に応じて実行するにようにしてください。

■ 40 ページの「RHEL の登録と自動更新の有効化」

■ 40 ページの「TPM サポートの設定」

RHEL の登録と自動更新の有効化

RHEL のインストール後、RHEL サブスクリプションを有効にして、ソフトウェアの
自動更新を受信するようにしてください。詳細は、Red Hat Linux のサポート 
(http://www.redhat.com/apps/support/)

TPM サポートの設定

RHEL で提供される Trusted Platform Module (TPM) 機能セットを使用する場合は、
この機能をサポートするように Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールを設定する
必要があります。手順は、『Sun Blade X6270 M2 Server Module Service Manual』
(821-0499) の TPM のサポートの設定に関する情報を参照してください。

注 – TPM を使用すると、サーバーの TPM セキュリティーハードウェアを管理でき
ます。この機能の実装については、Red Hat Enterprise Linux に用意されている TPM 
のドキュメントを参照してください。
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部 II 仮想マシンソフトウェアのインストール

サーバーに仮想マシンソフトウェアをインストールする方法を、この節に示すト
ピックで説明します。

説明 リンク

要件。インストールに関する注意事項と要件に
ついて確認するには、第 6 章を参照してくだ
さい。

• 第 6 章概要

手順。適切な章を参照して、Oracle VM、
VMware ESX、または VMware ESXi をインス
トールします。

• 第 7 章 Oracle VM のインストール

• 第 8 章 VMware ESX または ESXi のイン
ストール

参照情報。これらのトピックを必要に応じ
て参照し、仮想マシンソフトウェアのインス
トールを実行または完了します。

• 付録 A サポートされるインストール方法

• 付録 B サポートされているオペレー
ティングシステム

• 付録 C 新規インストール時の BIOS の
デフォルト設定





第 6 章

仮想マシンソフトウェアのインス
トールの概要

この章では、サポートされる仮想マシンソフトウェアをサーバーにインストールする
方法の概要について説明します。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 43 ページの「サポートされる仮想マシンソフトウェア」

■ 44 ページの「VM ソフトウェアのインストールに関する注意事項」

■ 45 ページの「VM ソフトウェアのインストール作業の概要」

サポートされる仮想マシンソフトウェア
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールは、次の仮想マシン (VM) ソフトウェアを
サポートします。

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールでサポートされているオペレーティングシ
ステムの完全な最新リストについては、次の Web サイトを参照してください。

(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)

VM ソフトウェア サポートされる最小版

Oracle VM Release 2.2.1

VMware ESX Release 4.0 Update 1

VMware ESXi Release 4.0 Update 1
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VM ソフトウェアのインストールに関す
る注意事項
サーバーへの VM ソフトウェアのインストールを開始する前に、次の重要な注意事
項について確認してください。

表 6-1 VM ソフトウェアのインストールに関する注意事項

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。

仮想マシンソフトウェ
アのインストールプロ
グラムを起動できるよ
うにする配備方法の決定

VM ソフトウェアのインストールを配備するための
ガイドライン。

• 付録 A

Oracle VM インストー
ルのハードウェア要件

Oracle VM では、静的 IP アドレスを設定した 2 つ
のシステムが必要です。

• 一方のシステムには、Oracle Virtual Machine 
Server をインストールします。

• もう一方のシステムでは、次のいずれかの Linux 
オペレーティングシステムがインストールされた 
Oracle Virtual Machine Manager を実行します。

- Oracle Enterprise Linux Release 4.5 以降 
- Red Hat Enterprise Linux Release 4 以降

• 『Oracle VM Server Release 
Notes』および『Oracle VM 
Manager Release Notes』
(http://download.oracl
e.com/docs/cd/E15458_0
1/index.htm)

RAID ボリュームの要件 起動ドライブを RAID 構成の一部にする場合は、ド
ライブで RAID ボリュームを設定する必要がありま
す。VMware をインストールする前に、LSI 統合 
RAID コントローラのセットアップユーティリ
ティーを使用します。

• 『LSI MegaRAID Software 
SAS User’s Guide』 
(http://www.lsi.com/
support/sun/)

OS の新規インストール
時の BIOS 設定の検証

VM ソフトウェアをインストールする前に、BIOS 
が出荷時のデフォルトプロパティーに設定されてい
ることを確認するようにしてください。

• 付録 C
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VM ソフトウェアのインストール作業の
概要
仮想マシンソフトウェアをインストールするには、次に示す手順をすべて順番に実行
します。

1. VM ソフトウェアをインストールするためのメディアを入手します。

■ Oracle VM インストールプログラムの ISO イメージは、次の Web サイトから
ダウンロードできます。(http://www.oracle.com/virtualization)

■ ESX または ESXi インストールプログラムの ISO イメージは、次の Web サイ
トからダウンロードできます。(www.vmware.com/download)

注 – VM ソフトウェアの ISO イメージを使用して、リモートインストールを実行す
るか、インストール CD または DVD を作成できます。

2. 付録 A を参考にして、VM ソフトウェアのインストールを配備するためのインス
トール方法を選択し設定します。

OS のインストールに関
する最新情報とアップ
デートの入手

『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール製品ノー
ト』および VM ソフトウェアのリリースノートを参
照して、サポートされるソフトウェアとアップデー
トに関する最新情報を入手します。

• 『Sun Blade X6270 M2 サー
バーモジュールご使用にあ
たって』(821-2400)

• Oracle VM 2.2.1 リリース
ノート 
(http://download.oracl
e.com/docs/cd/E15458_0
1/index.htm)

• VMware ESX 4.0 Update 1 
リリースノート 
(http://www.vmware.co
m/support/vsphere4/do
c/vsp_esx40_u1_rel_no
tes.html)

• VMware ESXi Update 1 リ
リースノート 
(http://www.vmware.co
m/support/vsphere4/do
c/vsp_esxi40_u1_rel_n
otes.html)

表 6-1 VM ソフトウェアのインストールに関する注意事項 (続き)

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。
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3. 次の節で説明する手順に従って、VM ソフトウェアをインストールします。

■ 47 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した Oracle 
VM のインストール」

■ 51 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した VMware 
ESX または ESXi のインストール」

4. 次の節の説明に従って、適切なインストール後の作業を確認および実行します。

■ 50 ページの「Oracle VM のインストール後の作業」

■ 57 ページの「VMware ESX および ESXi のインストール後の作業」
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第 7 章

Oracle VM のインストール

この章では、Oracle VM のインストールに必要な手順の概要を示します。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 47 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した Oracle VM の
インストール」

■ 50 ページの「Oracle VM のインストール後の作業」

ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した Oracle VM のインストール
この節の手順では、Oracle VM ソフトウェアをインストールする手順の概要を示しま
す。この手順では、次のいずれかのソースから VM のインストールメディアを起動
することを前提にしています。

■ Oracle VM 2.2.1 CD または DVD メディアセット (内蔵または外付けの CD または 
DVD) 

■ Oracle VM 2.2.1 ISO ソフトウェアイメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – Oracle VM の ISO イメージを使用して、リモートインストールを実行するか、
インストール CD または DVD を作成できます。

Oracle VM ソフトウェアをインストールするには、次の手順を参照してください。

■ 48 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアからの Oracle VM Server 
のインストール」

■ 49 ページの「Oracle VM Manager のインストール」
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インストールを開始する前に

インストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要があります。

■ Oracle VM Server および Manager のインストールに適用される注意事項をすべて
満たしている。詳細は、第 6 章を参照してください。

■ Oracle VM のドキュメントを入手している。このドキュメントを、このガイドで
説明するインストール手順と一緒に使用することをお勧めします。

Oracle VM ドキュメントは、次の Web サイトからダウンロードできます。
(http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm)

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアからの Oracle 
VM Server のインストール

1. Oracle VM Server のインストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション CD/DVD を使用する場合。ローカルまたはリモート
の USB CD/DVD-ROM ドライブに、Oracle VM Server メディアの起動ディス
クを挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認します (「デバイス (Devices)」メニュー -->
「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

インストールメディアの設定方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。
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3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、Oracle VM 
Server のインストールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイスを選択してください (Select Boot Device)」メニューで、最初の起
動デバイスとして外付けまたは仮想 CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押
します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、Oracle VM Manager インストールプログラムのスプラッシュ画面が表示
されます。

5. 指示に従って、Oracle VM Server および Oracle VM Agent をインストールします。

ここで、Oracle VM インストールプログラムは Oracle VM Server と Oracle VM 
Agent をインストールします。

6. インストール中に設定したパスワードを使用して、Oracle VM Server に root 
ユーザーとしてログインします。

注 – Oracle VM のインストールには 2 つのパスワードが必要です。1 つは VM Server 
の root アカウント用、もう 1 つは VM エージェント用のパスワードです。必要な場
合は、Oracle VM Server のインストールを完了する方法について、『Oracle VM 
Server Installation Guide』を参照してください。

7. 次のいずれかの操作を実行します。

■ Oracle VM Server を管理するための Oracle VM Manager が設定されていない
場合は、Oracle VM Manager をインストールする必要があります。

Oracle VM Manager をインストールするには、49 ページの「Oracle VM 
Manager のインストール」を参照してください。

■ Oracle VM Server を管理するための Oracle VM Manager が設定されている場
合は、50 ページの「Oracle VM のインストール後の作業」に進みます。

▼ Oracle VM Manager のインストール 

1. Oracle VM Manager をインストールするスシステムで、サポートされている 
Linux オペレーティングシステムを起動します。

2. Oracle VM Manager のインストールメディアがマウントされていることを確認し
ます。

3. 次のスクリプトを root ユーザーとして実行します。

# sh runInstaller.sh
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4. 指示に従って Oracle VM Manager をインストールします。

Oracle VM Agent のパスワードを使用して、管理インタフェースにログインする
必要があります。

必要な場合は、Oracle VM Manager のインストールを完了する方法について、
『Oracle VM Server Installation Guide』を参照してください。

5. Oracle VM Manager のインストール完了後に、次の手順を実行します。

a. Web ベースの Oracle VM 管理インタフェースに管理者としてログインします。

Oracle VM Manager のインストール中に作成したパスワードを入力する必要
があります。

b. Web 管理インタフェースのオプションを使用して、サーバープールの作成お
よび管理と、仮想マシンの作成、設定、および管理を行います。

6. 50 ページの「Oracle VM のインストール後の作業」の説明に従って、適切なイン
ストール後の作業を確認および実行します。

Oracle VM のインストール後の作業
Oracle VM ソフトウェアのインストールを完了したら、次に示すインストール後の作
業を確認し、使用しているシステムで該当する作業を必要に応じて実行します。

■ 50 ページの「Oracle VM ソフトウェアの更新」

■ 50 ページの「Oracle VM リソースの管理」

Oracle VM ソフトウェアの更新

Oracle VM のインストールメディアには、最新バージョンのソフトウェアが含まれて
いない場合があります。必要な場合は、最新のアップデートを利用して Oracle VM 
ソフトウェアを更新します。ダウンロード手順については、次の Web サイトを参照
してください。

(http://www.oracle.com/virtualization)

Oracle VM リソースの管理 
Oracle VM リソースの設定、アクセス、および管理を行う方法については、次の Web 
サイトで Oracle VM のドキュメントライブラリを参照してください。

(http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm)
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第 8 章

VMware ESX または ESXi のインス
トール

この章では、次に示す VMware のインストールに必要な手順の概要を示します。

■ VMware ESX 4.0 Update 1 (および以降のリリース)

■ VMware ESXi 4.0. Update 1 (および以降のリリース)

この章では、次の項目について説明します。

■ 51 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した VMware ESX 
または ESXi のインストール」

■ 57 ページの「VMware ESX および ESXi のインストール後の作業」

ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した VMware ESX または ESXi 
のインストール
この節の手順では、VMware (ESX または ESXi) ソフトウェアをローカルまたはリ
モートのメディアからインストールする方法について説明します。この手順では、次
のいずれかのソースから VMware のインストールメディアを起動することを前提に
しています。

■ VMware ESX または ESXi 4.0 Update 1 の CD または DVD (内蔵または外付けの 
CD/DVD) 

■ VMware ESX または ESXi 4.0 Update 1 の ISO イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – VMware の ISO イメージを使用して、リモートインストールを実行するか、イン
ストール CD または DVD を作成できます。
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ローカルメディアまたはリモートメディアから VMware ソフトウェアをインストー
ルするには、次の手順を参照してください。

■ 52 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアからの VMware ESXi 4.0 
のインストール」

■ 54 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアからの VMware ESX 4.0 
のインストール」

インストールを開始する前に

インストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要があります。

■ 仮想マシンソフトウェアのインストールに適用される注意事項をすべて満たして
いる。詳細は、44 ページの「VM ソフトウェアのインストールに関する注意事
項」を参照してください。

■ VMware ESX または ESXi のドキュメントを入手している。このドキュメントを、
このガイドで説明するインストール手順と一緒に使用することをお勧めします。

VMware ESX および ESXi のドキュメントは次の Web サイトで入手できます。

(http://www.vmware.com/support/pubs/vs_pubs.html)

■ VMware ESX のインストールの場合、VM サービスコンソールに使用するネット
ワーク管理インタフェースを決定している。

VM サービスコンソールおよび管理インタフェースでは、ネットワークインタ
フェースが必要です。サービスコンソールは、最初に見つかった接続中のインタ
フェースを自動的には使用しません。このため、ネットワークインタフェースの
デフォルトは vmic0 に設定されており、インストール中にサービスコンソール用
のネットワークインタフェースを選択する必要があります。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアからの 
VMware ESXi 4.0 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ CD/DVD ディストリビューションメディアを使用する場合。ローカルまたは
リモートの USB CD/DVD-ROM ドライブに、VMware ESXi 4.0 Update 1 ディ
ストリビューションメディアの起動ディスク (CD #1 または単一の DVD) を挿
入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認します (「デバイス (Devices)」メニュー -->
「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

インストールメディアの設定方法については、付録 A を参照してください。
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2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、VMware のイン
ストールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイスを選択してください (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバ
イスとして外付けまたは仮想 CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、VMware インストールプログラムのスプラッシュ画面が表示されます。

5. インストールを完了するには、ESXi 4.0 Update 1 のインストールドキュメントを
参照してください。

VMware ESXi 4.0 のインストールドキュメントは、次の Web サイトで入手できま
す。(http://www.vmware.com/support/pubs/vs_pubs.html)

6. VMware ESXi 4.0 Update 1 のインストール後、57 ページの「VMware ESX およ
び ESXi のインストール後の作業」に進みます。
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▼ ローカルメディアまたはリモートメディアからの VMware 
ESX 4.0 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション CD/DVD を使用する場合。ローカルまたはリモート
の USB CD/DVD-ROM ドライブに、VMware ESX 4.0 Update 1 ディストリ
ビューションメディアの起動ディスク (CD #1 または単一の DVD) を挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リモー
トコンソールアプリケーションで起動ディスクイメージ (CD #1 または DVD) 
が選択されていることを確認する必要があります (「デバイス (Device)」メ
ニュー -->「CD-ROM イメージ (CD-ROM Image)」)。

インストールメディアの設定方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「リモート制御 (Remote Control)」-->
「リモート電源制御 (Remote Power Control)」を選択し、次に「アク
ションを選択 (Select Action)」リストボックスから「リセット (Reset)」
オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを押して (約 1 秒) サーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で、F8 キーを押して、VMware のイン
ストールで使用する一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイスを選択してください (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバ
イスとして外付けまたは仮想 CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、VMware インストールプログラムのスプラッシュ画面が表示されます。

5. VMware インストールプログラムを続行し、必要な場合は VMware ESX 4.0 のイン
ストールドキュメントを参照してください。

6. 「ネットワーク設定 (Network Configuration)」ダイアログが表示されたら、次の
手順を実行します。
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a. 「ネットワークアダプタ (Network Adapter)」フィールドで、ドロップダウン矢
印をクリックして使用するネットワークアダプタを選択し、「次へ (Next)」を
クリックします。

このダイアログで、VMware サービスコンソール (vmnic0) に対して有効な
ネットワークアダプタ (つまり、ネットワークに接続されたアダプタ) を指定
する必要があります。上のダイアログの図に示すように、有効な各ネットワー
クアダプタの横には緑色のチェックマークが表示されます。また、ネットワー
クポート (たとえば、NET0、NET1、NET2、または NET3) に関連付けられた 
MAC アドレスも表示されます。MAC アドレスを使用して、存在している物
理ネットワークポートを確認できます。

また、ILOM コマンド行インタフェース (Command-Line Interface、CLI) を使
用して、サーバーの物理ネットワークポートに関連付けられている MAC アド
レスを確認することもできます。たとえば、ネットワークポート NET0 に関連
付けられている MAC アドレスを確認するには、ILOM CLI で次のコマンドを
入力します。

-> show /SYS/MB/NET0

次の出力例では、NET0 の MAC アドレスは 00:14:4F:CA:B8:36 です。

->show /SYS/MB/NET0
 /SYS/MB/NET0
 Targets:
 Properties:    type = Network Interface 
 ipmi_name = MB/NET0 
 fru_name = GIGABIT ETHERNET CONTROLLERS 
 fru_manufacturer = INTEL
 fru_part_number = 82575EB
 fru_serial_number = 00:14:4F:CA:B8:36
 fault_state = OK
 clear_fault_action = (none)
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注 – 選択するネットワークアダプタが不明の場合は、ネットワーク管理者に問い合
わせてください。

ESX 4.0 の「ネットワーク設定 (Network Configuration)」ダイアログが表示
され、ここでネットワークアダプタ設定を指定します。

b. 「ネットワーク設定 (Network Configuration)」ダイアログで、次のいずれかを
実行します。

■ ネットワークアダプタを自動設定する場合は、「Set automatically 
using DHCP (DHCP を使用して自動的に設定する)」を選択し、「Next 
(次へ)」をクリックします。

または 

■ ネットワークアダプタを手動で設定する場合は、「Use the following 
network settings」を選択し、適切なフィールドにネットワーク設定を
指定して、「次へ (Next)」をクリックします。

7. VMware ESX 4.0 Server のインストールを完了し、必要な場合は VMware ESX 
4.0 Server のインストールドキュメントを参照してください。

8. インストールの完了後、57 ページの「VMware ESX および ESXi のインストール
後の作業」に進みます。
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VMware ESX および ESXi のインストー
ル後の作業
ESX または ESXi のインストールを完了したら、次に示すインストール後の作業を確
認し、使用しているシステムで該当する作業を必要に応じて実行します。

■ 57 ページの「VMware ESXi インストールでのネットワークアダプタの設定」

■ 60 ページの「VMware ESXi のインストール後に認識されないローカルストレージ
ドライブ」

■ 61 ページの「ESX または ESXi オペレーティングシステムの更新」

■ 61 ページの「VMware リソースの管理」

VMware ESXi インストールでのネットワークアダ
プタの設定

次の手順では、サーバーに取り付けられているネットワークアダプタを利用できるよ
うに VMware ESXi を設定する方法について説明します。これらの手順には、サー
バーに取り付けられた各ネットワークアダプタの物理ポートの場所を検出する手順も
含まれます。

▼ ネットワークアダプタ設定の構成

1. VMware ESXi Server にログインします。

2. 「System Customization」ダイアログにアクセスし、「Configure Management 
Network」を選択します。
第 8 章 VMware ESX または ESXi のインストール 57



「Configure Management Network」ダイアログが表示されます。

3. 「Configuration Management Network」ダイアログで、「ネットワークアダプタ 
(Network Adapters)」を選択します。

「ネットワークアダプタ (Network Adapters)」ダイアログが表示されます。
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4. 「ネットワークアダプタ (Network Adapters)」ダイアログで、VMware サービス
コンソール (vmnic0) に対して有効なネットワークアダプタ (ネットワークに接続
されたアダプタ) を選択し、Enter キーを押します。

VMware サービスコンソール (vmnic0) に対して有効なネットワークアダプタ 
(ネットワークに接続されたアダプタ) を指定する必要があります。サーバーの物
理ネットワークポート (たとえば、NET0、NET1、NET2、または NET3) に関連付
けられている MAC アドレスが、「Hardware Label」列に表示されます。した
がって、MAC アドレスを使用して、表示されているサーバーの物理ネットワー
クポートを確認できます。たとえば、サーバーの各ネットワークポートに関連付
けられている MAC アドレスを確認するには、ILOM コマンド行インタフェース 
(CLI) で各ポートに対して次のコマンドを入力します。

-> show /SYS/MB/NETn

n には 0、1、2、または 3 を指定します。

上のダイアログの画面に示すネットワークアダプタがネットワークポート NET0 
に関連付けられている場合は、CLI コマンドの show /SYS/MB/NET0 で、次の出
力が生成されます。fru_serial_number フィールドに MAC アドレスが表示さ
れます。

-> show /SYS/MB/NET0
 /SYS/MB/NET0
 Targets:
 Properties:
 type = Network Interface ipmi_name = MB/NET0 
 fru_name = GIGABIT ETHERNET CONTROLLERS
 fru_manufacturer = INTEL
 fru_part_number = 82576EB
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注 – 選択するネットワークアダプタが不明の場合は、ネットワーク管理者に問い合
わせてください。

VMware ESXi のインストール後に認識されない
ローカルストレージドライブ

サーバーのローカルストレージドライブが Sun Storage 6 Gb/ SAS Host Bus Adapter 
(SG-SAS6-EM-Z、SG-SAS6-REM-Z、または SGX-SAS6-REM-Z) に接続されている場
合は、VMware ESXi のインストールを実行したあと、ローカルストレージドライブ
の VMFS データストアが認識されません。この場合は、次の手順を実行して、ロー
カルストレージドライブ上の既存の VMFS データストアを認識および使用できるよ
うにしてください。

▼ VSphere Client での VMFS データストアの認識

1. VSphere Client を使用して VMware ESX サーバーに接続します。

2. VSphere Client インタフェースで、選択したデータセンターに ESXi ホストを追
加します。

3. 手順 2 でデータセンターに追加した ESXi ホストを選択し、「Configuration 
(設定)」タブをクリックします。

4. 「設定 (Configuration)」タブで、次の手順を実行します。

a. 「ハードウェア (Hardware)」ボックスで、「Storage」を選択し、「スト
レージの追加 (Add Storage)」のリンクをクリックします。

b. Disk/LUN Storage Type が選択されていることを確認し、「次へ (Next)」を
クリックします。

c. ローカルディスクに対応する vmhba のエントリを選択し、「次へ (Next)」を
クリックします。

 fru_serial_number = 00:21:28:3D:B7:96
 fru_extra_2 = 00:21:28:3D:B7:96
 fault_state = OK
 clear_fault_action = (none)
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d. 「Use Free Space」を選択し、「次へ (Next)」をクリックします。

e. データストア名 (たとえば、local_storage) を作成し、「次へ (Next)」を
クリックします。

f. 必要に応じて最大ファイルサイズを調整し、「次へ (Next)」をクリックし
ます。

g. 提示されたディスクレイアウトが使用可能であることを確認し、「完了 
(Finish)」をクリックします。

ローカル VMFS データストアが認識され、利用可能になります。

ESX または ESXi オペレーティングシステムの更新

VMware ESX または ESXi のインストールメディアには、最新バージョンのソフト
ウェアが含まれていない場合があります。

必要に応じて、最新のアップデートおよびパッチを使用して ESX または ESXi サー
バーソフトウェアを更新します。ダウンロード手順については、次の Web サイトを
参照してください。

(http://support.vmware.com/selfsupport/download/)

ESX ではパッチ ESX400-201002001 を、ESXi ではパッチ ESXi400-201002001 をイン
ストールすることをお勧めします。

VMware リソースの管理

VMware リソースの設定と管理については、次の Web サイトで VMware のドキュメン
トを参照してください。

(http://www.vmware.com/support/pubs/vs_pages/vsp_pubs_esxi40_i_v
c40.html)
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部 III Oracle Solaris のインストール

サーバーに Oracle Solaris オペレーティングシステムをインストールする方法を、この
節に示すトピックで説明します。

説明 リンク

初心者または経験を積んだユーザー。
Oracle Solaris のインストールを実行する
前に、インストールに関する注意事項を確
認してください。

第 9 章概要

経験を積んだユーザー。Oracle Solaris 10 
オペレーティングシステムのインストール
と、インストール後の作業を実行します。

第 10 章 Oracle Solaris 10 のインストール

参照情報。これらのトピックを必要に応じ
て参照し、Oracle Solaris オペレーティン
グシステムのインストールを実行または完
了します。

• 付録 A インストール方法

• 付録 B サポートされているオペレーティン
グシステム

• 付録 C 新規インストール時の BIOS のデ
フォルト設定

• 付録 D Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージのダウンロード





第 9 章

Oracle Solaris オペレーティングシ
ステムのインストールの概要

この章では、Oracle Solaris オペレーティングシステムを Oracle の Sun Blade X6270 
M2 サーバーモジュールにインストールする方法の概要について説明します。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 65 ページの「サポートされる Oracle Solaris オペレーティングシステム」

■ 66 ページの「インストール時の注意事項」

■ 67 ページの「インストール作業の概要」

サポートされる Oracle Solaris オペレー
ティングシステム
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールは、次の Solaris オペレーティングシステムを
サポートします。

■ Oracle Solaris 10 10/09

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールでサポートされているオペレーティングシ
ステムの完全な最新リストについては、次の Web サイトを参照してください。

(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)

Solaris マニュアルセット

このガイドのインストール手順では、Solaris のインストールを開始する手順の概要を
説明しています。サーバーに Solaris オペレーティングシステムをインストールする
方法の詳細は、次のマニュアルセットを参照してください。

(http://docs.sun.com/app/docs/coll/1236.11?l=en)
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インストール時の注意事項
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の重要な
注意事項について確認してください。

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。

オペレーティングシ
ステムを手動でイン
ストールするための
ローカルまたはリ
モートによる配備
方法の選択

オペレーティングシステムは、サポートされ
る配備方法のいずれを使用してもインストー
ルできます。

• 内蔵または外付けのストレージデバイスお
よび接続された KVMS を使用するローカ
ルインストール。

• ILOM リモートコンソールまたはカスタム 
JumpStart インストールを使用するネット
ワークインストール。

• 付録 A サポートされるインストール方法

• 『Solaris 10 10/09 インストールガイド 
(ネットワークインストール)』(821-0617)

• 『Solaris 10 10/09 インストールガイド 
(カスタム JumpStart/ 上級編)』(821-0633)

RAID ボリュームの
作成

起動ドライブを RAID 構成の一部にする場合
は、ドライブで RAID ボリュームを設定する
必要があります。オペレーティングシステムを
インストールする前に、LSI 統合 RAID コン
トローラのセットアップユーティリティーを
使用します。

• 『LSI MegaRAID SAS Software User’s 
Guide』

 
(http://www.lsi.com/support/sun/)

OS の新規インス
トール時の BIOS 
設定の検証

オペレーティングシステムをインストールす
る前に、BIOS が出荷時のデフォルトプロパ
ティーに設定されていることを確認するよう
にしてください。

• 付録 C

オプションの追加ソ
フトウェアのインス
トール

オペレーティングシステムのインストールを
実行したあとに、システムに関連のある重要
な Solaris パッチのインストールが必要とな
る場合があります。Solaris パッチには、新
機能、機能の強化、および既知の問題に対す
る修正が含まれています。

• 82 ページの「Oracle Solaris のインス
トール後の作業」

OS のインストール
に関する最新情報と
パッチの入手

サポートされているオペレーティングシステ
ムソフトウェアおよびパッチについては、
『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール
ご使用にあたって』を参照してください。

• 『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュー
ルご使用にあたって』(821-2400)
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インストール作業の概要
Solaris 10 10/09 オペレーティングシステムをインストールするには、次に示す作業を
すべて順番に実行します。

1. Solaris10 10/09 オペレーティングシステムのインストールメディアを入手します。

Solaris オペレーティングシステムの DVD メディアはサーバーに付属しています。
次の Web サイトからインストールメディアをダウンロードまたは注文できます。

(http://www.sun.com/software/solaris/get.jsp)

2. 提供されている Tools and Drivers DVD を入手するか、付録 D の説明に従って
サーバーの最新ドライバとユーティリティーをダウンロードします。

3. 付録 A を参考にして、Solaris インストールを配備するためのインストール方法を
選択し設定します。

4. 第 10 章で説明する、Solaris インストールの実行手順に従います。

5. 82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」で説明する、Solaris のイン
ストール後の作業を実行する手順に従います。
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第 10 章

Oracle Solaris 10 のインストール

この章では、Oracle Solaris 10 10/09 オペレーティングシステム (Solaris 10 OS) を 
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールにインストールする方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 69 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した Solaris 10 の
インストール」

■ 77 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した Oracle Solaris 10 OS のインス
トール」

■ 82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」

インストール済みの Oracle Solaris 10 OS イメージを設定する方法については、
『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール設置マニュアル』(821-2391) の設定手順を
参照してください。

ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した Solaris 10 のインストール
次の手順では、Oracle Solaris オペレーティングシステムのインストールをローカル
またはリモートのメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次
のいずれかのソースからインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Oracle Solaris 10 10/09 以降のリリースの DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Oracle Solaris 10 10/09 以降のリリースの ISO DVD イメージ (ネットワークリポ
ジトリ)

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、77 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した Oracle Solaris 10 OS のインストール」で手順を確認してく
ださい。
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インストールを開始する前に 
この節のインストール手順を開始する前に、次の要件を満たすようにしてください。

■ オペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満たして
いる。これらの前提条件については、第 9 章を参照してください。

■ インストールを実行する前に、使用するインストール方法 (コンソール、起動メ
ディア、インストール先など) を決定して、設定が完了している。これらの設定に
関する要件については、付録 A を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作
業」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
した Solaris 10 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション DVD を使用する場合。ローカルまたはリモートの 
DVD ー ROM ドライブに Oracle Solaris 10 DVD を挿入します。

■ ISO イメージ を使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISO イメージの場所を認識して
いることを確認します。

インストールメディアを設定する方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、Solaris のインストールで使用する一時起動デバ
イスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。
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4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の (一時) 起動デバイスとして
外付けまたは仮想 DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

手順 3 に示す「起動デバイス (Boot Device)」メニューの例では、最初の起動デバ
イスとして仮想 DVD デバイスが指定されています。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

注 – ILOM リモートコンソールアプリケーションを使用して、リダイレクトされた 
DVD から Solaris のインストールを実行している場合は、「AMI Virtual CDROM」を
選択します。この項目は、リダイレクトされた DVD からインストールを実行すると
きに、「起動デバイス (Boot Device)」メニューのオプションとして表示されます。

「GRUB」メニューが表示されます。
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5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールを
サポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メニュー
が表示されます。
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6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter キーを
押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter キーを
押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェー
スの種類により異なります。この手順で示す以降の画面の例は、デフォルトのグラ
フィカルユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オ
プション 1) を選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示さ
れます。

7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。

前の手順で GUI インストールを選択した場合は、次の 2 つの手順 (手順 8 と 9) で 
GUI が機能しているかどうかを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
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8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を入
力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「Welcome (ようこそ)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「Welcome (ようこそ)」画面で、「Next (次へ)」をクリックして、インストー
ルを開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のドキュ
メントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」に進み、Solaris のインス
トール後の作業を実行します。
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PXE ネットワーク環境を使用した 
Oracle Solaris 10 OS のインストール
次の手順では、Solaris オペレーティングシステムのインストールを PXE ネットワー
ク環境から起動する方法について説明します。この手順では、次のいずれかのソース
からインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Solaris 10 10/09 DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Solaris 10 10/09 の ISO DVD イメージまたは Solaris JumpStart イメージ (ネット
ワークリポジトリ)

注 – JumpStart を使用すると、複数のサーバー上で Solaris オペレーティングシステ
ムを最初に設定する際の、手動作業の一部または大部分を省略できます。JumpStart 
イメージの使用方法については、『Solaris 10 10/09 インストールガイド (カスタム 
JumpStart/ 上級編)』(821-0633) を参照してください。

インストールを開始する前に

Solaris 10 PXE インストールを開始する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
作業を完了しておくようにしてください。

■ インストールをエクスポートするように PXE 起動インストールサーバーを設定
します。

注 – 複数の DHCP サーバーを含むサブネットでは、PXE ネットワーク起動は正常に
機能しません。このため、インストール対象のクライアントシステムを含むサブネッ
トでは、ただ 1 つの DHCP サーバーを設定する必要があります。

■ Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールの MAC ネットワークポートアドレスを 
PXE 起動インストールサーバー上のクライアントシステムとして設定します。

ネットワークからの Solaris 10 の設定とインストールについては、『Solaris 10 
10/09 インストールガイド (ネットワークインストール)』(821-0617) を参照してく
ださい。

■ 使用するインストールメディアソースが JumpStart インストールイメージの場合、
そのイメージを適切に準備してインストールできるようにします。このガイドで
は、JumpStart インストールの正しい設定と配備の方法については説明しません。
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Solaris JumpStart イメージの作成方法については、『Solaris 10 10/09 インストール
ガイド (カスタム JumpStart/ 上級編)』(821-0437) を参照してください。

次に示す手順の完了後、この章で後述するインストール後に必要な作業を確認して実
行する必要があります。詳細は、82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作
業」を参照してください。

▼ PXE ネットワーク起動を使用した Solaris 10 のインス
トール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、Oracle Solaris のインストールメディ
アを PXE 起動で使用できることを確認します。

詳細は、『Solaris 10 10/09 インストールガイド (ネットワークインストール)』 
(821-0617) の「ネットワーク経由のインストールの計画」を参照してください。

2. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブの順に選択し、次に「Select Action」リストボックスから
「Reset」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ サーバー SP 上の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

■ CMM の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /CH/BLn/SYS

n は、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、適切な PXE 起動ポートを選択し
て、Enter キーを押します。

PXE 起動ポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように設定さ
れた物理ネットワークポートです。

「GRUB」メニューが表示されます。

5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールを
サポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メニュー
が表示されます。
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6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter キーを
押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter キーを
押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェース
の種類によって異なります。この手順で示す画面の例は、デフォルトのグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オプション 1) を
選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示さ
れます。

7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。

前の手順で GUI インストールを選択した場合は、次の 2 つの手順 (手順 8 と 9) で 
GUI が機能しているかどうかを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
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8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を入
力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「Welcome (ようこそ)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「Welcome (ようこそ)」画面で、「Next (次へ)」をクリックして、インストー
ルを開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のドキュ
メントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 82 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」に進み、Solaris のインス
トール後の設定作業を実行します。

Oracle Solaris のインストール後の作業
Solaris のインストールと Solaris オペレーティングシステムの再起動が完了したら、
次に示すインストール後の作業を確認し、使用しているシステムで該当する作業を必
要に応じて実行します。

■ 83 ページの「重要な Oracle Solaris パッチのインストール」

■ 83 ページの「RAID 管理ソフトウェアのインストール」
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重要な Oracle Solaris パッチのインストール

次の表に、使用しているシステムにインストールできる重要な Oracle Solaris パッチ
を示します。この表を参照して、使用しているシステムにインストールが必要なパッ
チがあるかどうかを判断してください。

RAID 管理ソフトウェアのインストール

サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS RAID HBA が取り付けられている場合は、Sun 
RAID 管理ソフトウェアをインストールする必要があります。このソフトウェアは 
Tools and Drivers DVD に収録されています。RAID 管理ソフトウェアをインストー
ルしない場合、Solaris OS はディスクエラーを検出および報告できません。

RAID 管理ソフトウェアのインストール方法については、HBA に付属のドキュメン
トか、次の Web サイトで入手できる『LSI MegaRAID SAS Software User’s Guide』を
参照してください。(http://www.lsi.com/support/sun/)

表 10-1 重要な Solaris パッチ

重要な Solaris パッチ 説明 パッチのダウンロードサイト

142901-03 このパッチは起動時間を大きく短縮します。

(http://www.oracle.com/g
oto/x6270m2)

143524-01 このパッチは、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA (内蔵) 
が取り付けられたシステムに修正を提供します。

142260-02 このパッチは、半導体ドライブ (Solid State Drive、SSD) 
およびフラッシュデバイスにパフォーマンスに関する
修正を提供します。

143355-02 このパッチは、10 GbE Intel NIC (1109A) にパフォー
マンスに関する修正を提供します。

142085-03 このパッチは、qlc QLogic FC HBA ドライバに修正を
提供します。
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部 IV システム管理者のための参照情報

次に示すシステム管理者のための参照情報を必要に応じて使用し、ソフトウェアの
インストールを実行または完了します。

説明 リンク

ソフトウェアインストールプログラムを配備
するためのインストール環境の選択と設定に
関するガイドライン 

付録 A インストール方法

本書の発行時点に Sun Blade X6270 M2 サー
バーモジュールでサポートされているオペ
レーティングシステムの完全なリスト

付録 B サポートされているオペレーティン
グシステム

ソフトウェアのインストールを実行する前
に、BIOS のデフォルトプロパティーが設定
されていることを確認する手順

付録 C 新規インストール時の BIOS のデフォ
ルト設定

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール 
Tools and Drivers DVD の ISO イメージを
ダウンロードするための手順

付録 D Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージのダウンロード





付録 A

サポートされるインストール方法

サーバーにソフトウェアをインストールする最適な方法を決定するには、この付録で
説明している次の内容を検討してください。

■ 87 ページの「コンソール出力」

■ 89 ページの「インストール起動メディア」

■ 92 ページの「インストール先」

コンソール出力
表 A-1 に、オペレーティングシステムをインストールする際の出力と入力を取得で
きるコンソールを示します。
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表 A-1 OS インストールを実行する際のコンソールオプション

コンソール 説明 セットアップ要件

ローカルコン
ソール 

ローカルコンソールをサーバー 
SP に直接接続することにより、
OS のインストールやサーバーの
管理を実行できます。

ローカルコンソールの例として、
次のものがあります。

• シリアルコンソール 
• VGA コンソール (USB キー

ボードおよびマウスを使用)

1. ローカルコンソールをサーバーに接続します。

詳細は、『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール設置マ
ニュアル』(821-2391) の「サーバーへのデバイスの接続」、
および『Sun Blade X6270 M2 Server Module Service 
Manual』(821-0499) の付録 C を参照してください。

2. ILOM プロンプトで、ILOM ユーザー名とパスワードを入
力します。

3. シリアル接続の場合のみ、start /SP/console と入力
して、ホストのシリアルポートとの接続を確立します。

ビデオ出力がローカルコンソールに自動的にルーティン
グされます。

サーバー SP への接続の確立については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』
(820-6410) を参照してください。

リモートコン
ソール

サーバー SP へのネットワーク
接続を確立することにより、リ
モートコンソールから OS のイン
ストールやサーバーの管理を行う
ことができます。

リモートコンソールの例には、
次のものがあります。

• ILOM リモートコンソールアプ
リケーションを使用した Web 
ベースのクライアント接続

• シリアルコンソールを使用した 
SSH クライアント接続

1. サーバー SP の IP アドレスを表示または設定します。

詳細は、『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール設置
マニュアル』(821-2391) を参照してください。

2. リモートコンソールとサーバー SP 間の接続を表示または
確立します。

• Web ベースのクライアント接続の場合は、次の手順を実
行します。1) Web ブラウザにサーバー SP の IP アドレスを
入力します。2) ILOM Web インタフェースにログインし
ます。3) ILOM リモートコンソールを起動して、ビデオ
出力をサーバーから Web クライアントにリダイレクトし
ます。4)「デバイス (Device)」メニューでデバイスの切
り替え (マウス、キーボードなど) を有効にします。

• SSH クライアント接続の場合は、次の手順を実行します。
1) シリアルコンソールから、サーバー SP への SSH 接続を
確立します (ssh root@ipaddress)。2) ILOM にログイン
します。3) start /SP/console と入力して、シリアル
出力をサーバーから SSH クライアントにリダイレクトし
ます。

ILOM リモートコンソールを使用して ILOM SP とのリ
モート接続を確立する方法については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』
(820-6410) を参照してください。
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インストール起動メディア 
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカルま
たはリモートのインストールメディアソースを起動します。表 A-2 に、サポートさ
れるメディアソースと、各ソースで必要なセットアップ要件を示します。

表 A-2 OS のインストールに使用できる起動メディア

インストールメディア 説明 セットアップ要件

ローカル起動メ
ディア

ローカル起動メディアには、サー
バー上の組み込み型ストレージデ
バイスまたはサーバーに接続された
外付けのストレージデバイスが必要
です。

サポートされる OS のローカル起動
メディアソースには、次のものがあ
ります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

1. 使用しているサーバーにストレージデバイスが内蔵
されていない場合は、ドングルケーブルを使用して、
適切なストレージデバイスをサーバーモジュールの
フロントパネルに接続します。

詳細は、『Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュール
設置マニュアル』(821-2391) の「サーバーへのデバ
イスの接続」、および『 Sun Blade X6270 M2 Server 
Module Service Manual』(821-0499) の付録 C を参照
してください。
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リモート起動メ
ディア

リモートメディアでは、ネットワー
クを介してインストールを起動する
必要があります。ネットワークイン
ストールは、リダイレクトされた起
動ストレージデバイスか、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) を使
用してネットワーク上にインストー
ルをエクスポートする別のネット
ワークシステムから開始できます。

リモートストレージデバイスから起動メディアをリダ
イレクトするには、次の手順を実行します。

1. 起動メディアを、次のようなストレージデバイスに
挿入します。

• CD/DVD-ROM の場合、組み込み型または外付けの 
CD/DVD-ROM ドライブにメディアを挿入します。

• CD/DVD-ROM ISO イメージの場合、ISO イメージ
がネットワーク共有された場所ですぐに利用できる
ことを確認します。

• デバイスドライバフロッピー ISO イメージの場合、
ISO イメージ (該当する場合) がネットワーク共有さ
れた場所または USB ドライブ上ですぐに利用できる
ことを確認します。

2. サーバー ILOM SP への Web ベースのクライアント
接続を確立し、ILOM リモートコンソールアプリ
ケーションを起動します。詳細は、表 A-1 に示す 
Web ベースのクライアント接続に関するセットアッ
プ要件を参照してください。

3. ILOM リモートコンソールアプリケーションの「デ
バイス (Device)」メニューで、次のように起動メ
ディアの場所を指定します。

• CD/DVD-ROM の場合は、「CD/DVD-ROM」を選
択します。

• CD/DVD-ROM の ISO イメージの場合は、「CD-
ROM イメージ (CD-ROM Image)」を選択します。

• フロッピーデバイスドライバ起動メディアの場合
は、「Floppy」を選択します (該当する場合)。
フロッピーイメージのデバイスドライバの場合は、
「フロッピーイメージ (Floppy Image)」を選択しま
す (該当する場合)。

ILOM リモートコンソールについては、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』
(820-6410) を参照してください。

サポートされる OS のリモートメ
ディアソースには、次のようなもの
があります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

• CD/DVD-ROM の ISO インス
トールイメージ、および該当する
場合はフロッピーの ISO デバイ
スドライバメディア

• 自動インストールイメージ 
(PXE 起動が必要)

表 A-2 OS のインストールに使用できる起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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リモート起動メ
ディア (続き)

注 – 自動インストールイメージを使
用すると、複数のサーバーで OS の
インストールを実行できます。自動
イメージを使用すると多くのシステ
ムで設定を統一できます。

自動インストールでは、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) 技術を
使用し、オペレーティングシステム
がインストールされていないクライ
アントをリモートで起動して、自動
インストールサーバーからオペレー
ティングシステムをインストールし
ます。

PXE を使用してインストールを実行するには、次の手
順を実行します。

1. PXE 起動経由でインストールをエクスポートするよ
うにネットワークサーバーを設定します。

2. OS インストールメディアを PXE 起動で利用できる
ようにします。

自動 OS インストールイメージを使用する場合は、
次のような自動 OS インストールイメージを作成す
る必要があります。

— Solaris JumpStart イメージ

— RHEL KickStart イメージ

— SLES AutoYaST イメージ 
— Windows WDS イメージ

インストールのセットアッププロセスを自動化する
方法については、オペレーティングシステムベン
ダーのドキュメントを参照してください。

3. インストールメディアを起動するには、一時起動デ
バイスとして PXE 起動インタフェースカードを選択
します。詳細は、このガイドで前述した PXE ベース
のオペレーティングシステムインストール手順を参
照してください。

表 A-2 OS のインストールに使用できる起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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インストール先
表 A-3 に、オペレーティングシステムのインストールに使用できる、サポートされ
るインストール先を示します。

表 A-3 OS インストールのインストール先

インストール先 説明 セットアップ要件 サポートされる OS

ローカルストレー
ジドライブ 
ハードディスクド
ライブ (Hard Disk 
Driver、HDD) 
または 
半導体ドライブ 
(Solid State Drive、
SSD)

オペレーティングシステムは、
モジュールに設置された任意
のストレージドライブを選択
してインストールできます。

• HDD または SSD がサーバーに正しく
取り付けられていて、電源が入ってい
ることを確認します。

HDD または SDD を設置し、電源を投入
する方法については、『Sun Blade X6270 
M2 Server Module Service Manual』
(821-0499) を参照してください。

• 付録 B に示す、
サポートされて
いるすべてのオ
ペレーティング
システム。

ファイバチャネル 
(Fibre Channel、
FC) Storage Area 
Network (SAN) 
デバイス

ファイバチャネル  ホストバ
スアダプタ (Host Bus 
Adapter、HBA) が搭載され
ているサーバーでは、外付け
の FC ストレージデバイスに
オペレーティングシステムを
インストールできます。

• FC HBA がサーバーに正しく設置され
ていることを確認します。

SAS HBA の設置オプションについては、
『Sun Blade X6270 M2 Server Module 
Service Manual』(821-0499) を参照して
ください。

• ホストでストレージを表示するには、
SAN を設置および設定してください。

手順については、FC HBA に付属のド
キュメントを参照してください。

• 付録 B に示す、
すべてのオペ
レーティングシ
ステム。
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付録 B

サポートされているオペレーティン
グシステム

この付録の表 B-1 では、本書の発行時点で、Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュー
ルがサポートしているオペレーティングシステムを示します。

Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールでサポートされている最新のオペレーティン
グシステムの最新リストについては、次の Web サイトに移動し、該当するオペレー
ティングシステムのリンクにアクセスしてください。

(http://www.oracle.com/goto/x6270m2)
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サポートされているオペレーティングシ
ステム
Sun Blade X6270 M2 サーバーモジュールは、次のオペレーティングシステムまたは
その後継のリリースのインストールおよび使用をサポートしています。

表 B-1 サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティング
システム サポートされているバージョン 追加情報

Windows • Microsoft Windows Server 2008 SP2、Standard 
Edition (64 ビット) 

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、Enterprise 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、Datacenter 
Edition (64 ビット) 

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Standard 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Enterprise 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Datacenter 
Edition (64 ビット)

• 『Sun Blade X6270 
M2 サーバーモ
ジュール Windows 
オペレーティングシ
ステムインストール
ガイド』(821-2397)

Linux • Oracle Enterprise Linux (OEL) 5.4 (64 ビット)
• SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 10 SP3 

(64 ビット)
• SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 (64 ビット)
• Red Hat Enterprise Linux Server (RHEL) 5.4 

(64 ビット)

• 第 3 章 OEL のイン
ストール

• 第 4 章 SLES のイン
ストール

• 第 5 章 RHEL のイン
ストール

Solaris • Oracle Solaris 10 10/09 • 第 10 章

仮想マシンソ
フトウェア

• Oracle VM 2.2.1
• VMware ESX 4.0 Update 1
• VMware ESXi 4.0 Update 1

• 第 7 章 Oracle VM 
のインストール

• 第 8 章 VMware の
インストール
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付録 C

新規インストール時の BIOS のデ
フォルト設定

ストレージデバイスにオペレーティングシステムを新規インストールする場合は、オ
ペレーティングシステムまたは仮想マシンソフトウェアのインストールを実行する前
に、次の BIOS 設定が適切に設定されていることを確認するようにしてください。

■ システム時刻

■ システム日付

■ 起動順序

BIOS の出荷時デフォルト設定の確認
BIOS 設定ユーティリティーでは、必要に応じて BIOS 設定を表示および編集するだ
けでなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。BIOS 設定ユーティリ
ティー (F2 キー) で変更した設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2 キーを使用してシステムの BIOS 設定を表示または編集できるほか、BIOS の起動
中に F8 キーを使用することで、一時起動デバイスを指定できます。F8 キーを使用し
て一時起動デバイスを設定した場合、この変更は現在のシステム起動のみで有効で
す。一時起動デバイスで起動したあとは、F2 キーで指定した常時起動デバイスが有
効になります。
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インストールを開始する前に

BIOS 設定ユーティリティーにアクセスする前に、次の要件を満たしていることを確認
します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD) または半導体ドラ
イブ (Solid State Drive、SSD) が搭載されている。

■ HDD または SSD がサーバーに適切に設置されている。詳細は、『Sun Blade 
X6270 M2 Server Module Service Manual』(821-0499) を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、88 ページの「OS インス
トールを実行する際のコンソールオプション」を参照してください。

▼ 新規インストール時の BIOS 設定の表示または編集

1. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「リモート制御 (Remote Control)」-->
「リモート電源制御 (Remote Power Control)」を選択し、次に「アク
ションを選択 (Select Action)」ドロップダウンリストから「リセット 
(Reset)」を選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルにある電源ボタンを (約 1 秒) 押してサーバー
の電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

BIOS 画面が表示されます。

2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。

3. 出荷時のデフォルト値に設定するために、次の手順を実行します。

a. F9 キーを押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「取り消し 
(Cancel)」を選択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enter を押します。

BIOS 設定ユーティリティー画面が表示され、システム時刻フィールドの最初
の値でカーソルが強調表示されます。
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4. BIOS 設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時刻またはシステ
ム日付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時刻と日付の選択を変更します。

b. 強調表示されたフィールドの値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+) を押すと、表示されている現在の値が増加します。

■ マイナス (-) を使用すると、現在表示されている値が減少します。

■ Enter キーを押すと、カーソルが次の値フィールドに移動します。

5. 起動設定にアクセスするには、「起動 (Boot)」メニューを選択します。

「起動設定 (Boot Settings)」メニューが表示されます。

6. 「起動設定 (Boot Settings)」メニューで、下矢印キーを使用して「起動デバイス
の優先順位 (Boot Device Priority)」を選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューが表示され、認識さ
れている起動デバイスの優先順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、起動
の優先度がもっとも高いデバイスです。

7. 「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューで次の手順を実行して、
リストの最初の起動デバイスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enter キーを押し
ます。

b. 「オプション (Options)」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの
常時起動デバイスを選択し、Enter キーを押します。

注 – 変更する各デバイス項目に対して手順 7a および 7b を繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスの起動順を変更できます。

「起動 (Boot)」メニューおよび「オプション (Options)」メニューに表示される
デバイスの文字列は、デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 
文字列で構成されています。

8. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。

または、「終了 (Exit)」メニューで「保存 (Save)」を選択して変更を保存し、BIOS 
設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了す
ることを確認するメッセージが表示されます。メッセージのダイアログで「OK」を
選択して、Enter キーを押します。

注 – ILOM リモートコンソールを使用している場合、F10 キーはローカル OS にト
ラップされます。コンソールの一番上で使用できる「キーボード (Keyboard)」ド
ロップダウンメニューに一覧表示される F10 オプションを使用してください。
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付録 D

Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージのダウンロード

サーバーに Tools and Driver DVD が付属していない場合、またはサーバー付属の 
Tools and Drivers DVD にサーバー用の最新のツールとファームウェアが含まれてい
るかどうかを確認する必要がある場合は、この付録のダウンロード手順を使用します。

ISO イメージのダウンロード手順
Tools and Drivers DVD の ISO イメージをダウンロードするには、次の手順を実行し
ます。

▼ Tools and Drivers DVD イメージのダウンロード

1. 製品 Web サイトにアクセスし、使用しているサーバープラットフォームのソフト
ウェアダウンロードサイトに移動します。

(http://www.oracle.com/goto/blades)

2. Tools and Drivers DVD の ISO イメージを選択して、アクセス可能なネットワー
ク上の場所またはローカルストレージ上にダウンロードします。

3. 次のいずれかの方法を使用して、ISO イメージをインストールする準備を行います。

■ リモート KVMS (ILOM リモートコンソール) を使用して、ISO イメージをマ
ウントします。

■ 他社のソフトウェアを使用して、Tools and Drivers DVD を作成します。
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